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は じ め に  

近代教育が直面している様々な難題を美的なものに救いを求め，しかも一挙に「美」によって  

解決しようという動きが近年，先進諸国の中に見られる。近代教育を再考する上での一つの重要  

な手かがりとして，美と教育の問題が，再び今日の教育舞台に登場するようになったのである。   

こうした中で，中国が美育を教育目的の中に取り入れ，更に，「美育のない教育は完全な教育  

ではない」とまで強調されるようになったのは1985年以後のことである。今日，「入試教育から  

素質教育へ」という教育改革の下で，このような教育の方向転換を美育を通してより確実に実現  

していこうとする傾向が全国的に広がっている。各地区それぞれに研究方向が異なるにもかかわ  

らず，少なくとも次の二点，一つは，主知主義的教育の偏重によってもたらされた人間の感性喪  

失の問題，もう一つは，経済の発展に伴って招来された人間の道徳観・価値観の低下の問題，こ  

れらの問題解決に美育の寄与を認める点で共通性が見られる。この二つの問題が，今日美的なも  

のが中国の教育で改めて注目を浴びる要因になっていると言える。   

中国で行われている美育研究の中で，私はこれまで，「独自性」，「独創性」及び「実用性」と  

いう点で国家教育会に高く評価されている越伶例（1955－ ）を中心とする西南地区の「大美  

青系統論」1を取り上げ，検討してきた。趨は，学校教育で美育を無視したり，道徳・政治・芸  

術教育など他の教育に従属させたりする現状を批判し，学校カリキュラムの中で美育に中心の地  

位を与え，美育という教科の設立によって上述の問題を解決しようとしている。   

確かに，中国でも美は多面的，多義的な意味をもっているため，美を教えることは困難だとい  

う考え方が支配的であった。しかし，西南地区の大美青系統論は，美育という教科の1課ごとに  

「審美的視点」を提起することによって，美が教えられるものとなるように努めた。この審美的  

視点は，美的なものに取捨選択を加え，抑制なり助成なりをするための基準をもっているが故に，  

今まで各教科で断片的に扱われていた知識を統合し関連させることが可能であると同時に，道徳  

を向上させることも可能である。それについての検証実験2も行われている。  
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大美青系統論における中心概念である審美的視点は，越らの美に対する考え方を反映している。  

今までの著者の研究では，この審美的視点は「善」をも含んでいるが故に，こうした美に対する  

見解は，道徳の善と符合することを重視する中国の伝統的な美の考え方を継承していると結論づ  

けた3。しかし，審美的視点を中心にした美育の授業が，道徳を向上させるために，どんな工夫  

がなされているのかにまでは及んでいなかった。   

そこで，本稿では，これまでの研究を踏まえ，大美青系統論における美と道徳との関係を，も  

う一度審美的視点に目を向けることによって，美育がいかにして道徳教育との結合を図ろうとし  

ているのかを明らかにしたい。この目的に従って，まず，従来の道徳教育の欠陥並びに美育によ  

る道徳教育が提唱されるに至った背景について論じる。美育は審美的視点の提起によって行われ，  

美育による道徳教育は，審美的視点と深く関っていることから，続いて，蕃美的視点はどういう  

根拠に基づいて構成されたかを考察する。この審美的視点に反映された美と道徳を，過らの達成  

しようとする美育の目的と道徳の目的に照らし，具体的な実践例を取り上げ，その中で道徳がど  

のように向上されうるかを把握する。最後に，この審美的視点の，美育授業の中でもつ意義に論  

及してみたい。  

第1節 従来の道徳教育の限界と美育による道徳教育の可能性  

美と道徳は，中国の教育でどういう位置を与えられてきたのか。今まで提唱されたり，排除さ  

れたりする時期があった美育と違って，道徳教育は新中国成立以来終始一貫，重要な位置を保っ  

ている。というのは，「思想品徳」，「思想政治」と名づけられた道徳教育は，小学校から大学ま  

で，一時も中断されたことはなかったのである。しかし，今日に至って，道徳教育が美育によっ  

て救われなければならないと言われるのは，なぜなのであろうか。それには，まず，道徳教育は  

今まで，どういう形で行われていたのかを振り返ってみる必要がある。   

中国における道徳教育という用語の使用範囲は，一般的な用語よりやや広く，「個人と個人，  

あるいは個人と社会との関係において真偽，善悪，美醜，栄辱の判断を下すための教育（道徳的  

品性の教育）という側面以外に，社会主義の大前提に立った階級や国家に対する見方に関わる教  

育（政治思想の教育），とマルクス主義，弁証法的唯物論に基づく自然や社会に対する基本的見  

方および世界観を養う教育（基本的観点の教育）」4 の意味が含まれている。1949年新中国建国以  

来，政府は学校における道徳教育に力を注いでいる。教育における道徳教育の重要性を強調する  

基本的な姿勢に変わりがないが，その捉え方に変化が見られる。それらの変遷については，大き  

く三つの段階に分けることができる5。   

第一段階（1949－1965）一建国当時の中国は，意識領域から各体制の制度までソビエトに学ぼ  

うという姿勢を取った。その中で道徳教育は，主にマルクス・レーニン主義の基本理論について  

の政治思想教育の強化と社会主義，集団主義の道徳価値観に基づくものであった。1957年に，  

「徳，知，体の全面的発達」という教育方針が打ち出されることによって，徳育は首位に置かれ  

るようになった。当時の学校では，中国の伝統的な美徳を継承しながら，社会主義の新しい道徳  

を融合し，道徳教育が行われたのである。   

第二段階（1965－1978）一文化大革命という混乱の時代において，政治思想教育や肉体労働が  
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過度に強調され，儒教に見られる道徳観念は古いものとして激しく批判された。いわゆる伝統と  

文化は封建的な思想と見なされ，西洋思想はブルジョアのものとして共に否定された。道徳教育  

は主に政治学習や政治運動によって展開されたのである。   

第三段階（1978一現在）－80年代の初頭に，「改革開放，経済発展」という国策が確立し，中国  

の現代化はかってないスピードで発展を遂げた。その結果，人々の物事に対する認識，価値観は  

変化し，道徳に対しても大きな衝撃を与えた。道徳教育は二つの問題に直面しなければなくなっ  

た。一つは西洋文化の中国伝統文化との衝突であり，もう一つは経済発展，物質文明を求める傾  

向による精神文明，道徳的進歩などへの影響である。従来の道徳相対主義に対する批判6と絶対  

主義に対する信頼は，この背景の下で崩れてしまった。それにもかかわらず，政治思想を中心と  

する道徳教育は依然として，行われていた7。その結果，教育界では，道徳教育に対する不信感  

が強まり，道徳教育の見直しを余儀なくされている。   

今日の道徳教育の無力化の原因の一端は，従来の道徳教育の理念とそのあり方にあったと思わ  

れる。王秋華らは日中道徳教育の比較研究から，中国の道徳教育の特徴を次のように指摘してい  

る。中国の道徳教育の基礎概念は，主に個人の立場よりも集団を重視する集団主義の傾向がある。  

この基本的観点に立っ道徳教育は，人民・国家に奉仕するという社会主義的，集団主義的人間の  

道徳性の育成を目指していると同時に，そうした思想・イデオロギーの育成も重視している。し  

かも，この道徳教育の目指す目標は，道徳教育の内容を規定するのは，いうまでもない。政治思  

想に偏重する中国の道徳教育は，上からの管理指導強化の色彩が強く，内容が学生の生活との間  

に大きな隔たりがあるので，道徳本来の役割が発拝できなくなり，道徳教育は一種の形式に流れ  

ている8。   

このような道徳教育が，今日社会の特徴とも言える多元的価値の共存という状況に対応できな  

くなったのは当然の成り行きであろう。なぜなら，そこにあるのは，抽象的，空洞的な政治思想・  

イデオロギーであり，道徳の主体である生身の人間は，無視され，まるで存在しなかったように  

思われるからである。しかし，政治，思想などはそれらを担う人間と切り離すことができないし，  

むしろ，主体としての人間の積極的な働きによって作り上げられたものである。ここに，道徳教  

育に対する一つの方向の変化が生まれたのである。それは，「上から，外から」の押し付けに対  

する「下から」の内面的，自律的自覚への変化である。この「上から下へ」から「下から上へ」9  

の方向転換は，西南地区の美育による道徳教育が実現できる前提条件であるとも言える。上から，  

外からの押し付けが弱まったとき，共通の基盤をもった規範となりうるものは何なのか。そこに，  

個人の感情に基づく美的なものの存在が認められる。そこから，道徳の自律的自覚への通路が開  

かれるのである。越が「美育は道徳教育の感情の基礎であり手段でもある」10 と言い表したのが  

それである。美による道徳教育は，まさにこの人間の感情といった感性の側面を出発点とする一  

つの試みとして，捉えることができる。   

西南地区の大美青系統論は，「感情を核心とする」11という趨らの言葉にあるように，この立場  

にたって展開されている。しかし，感情を主とすることは，感情に走るという心情主義に偏った  

道徳教育ではない。それは，人間の全面的発達という最初の美育の主旨にもあるように，美育は  

「精神教育を核心とする教育でもある」12。換言すれば，感情と精神，感性と理性を有機的に融合  

させるのが，美育なのである。このような美育を実践する上で，何が必要なのかに関しては，美  
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を認識できるような審美的視点の提示によって，美育の基本的，基礎的なものを把握することが  

できると趨は考えている。つまり，審美的視点は，美育授業を成り立たせる重要なキーワードで  

あると言える。では，審美的視点は，どのようにして感性と理性という二つの側面を融合的に取  

り入れ，構成されるのか，次節で見てみよう。  

第2節 感性と理性の統一に基づく審美的視点の提起  

審美的視点に入る前に，われわれは，「審美学」，「美学」という用語は，どのように使われて  

いるのかをまず確認する必要がある。   

「美学」という言葉は，周知のように，バウムガルテン（Alezander Gottlieb Baumgarten，  

1714－1762）のAesthetikというドイツ語に由来した言葉である。中江兆民（1847－1901）はそれ  

を「美学」と訳し，20世紀初頭，この用語は王国維（1877－1927）によって中国に導入され，以  

後，中国語として定着するようになった。   

「美学」は感性学としてしばしば「審美学」とも訳されている1㌔『美学と美育辞典」14によれ  

ば，美学は広い範囲での審美学である。しかし，両者の相違も次のように述べられている。「r美』  

という静止状態の名詞に対して，『審美』は実践的な動詞である。それ故に，『審美学」は，r美  

学』の応用学科として，主に，審美的主体の審美感受及び蕃美活動の規律，主体と客体の動態の  

審美的関係を研究することをその着眼点としている」。要するに，「審美学」は，美を認識する主  

体に重点を置き，主体の能動性を重視するのである。   

従って，審美的視点の提起によって行われている西南地区の美育は，事物そのものに内在する  

美の探求というより，むしろ，美を感ずる人間側への注目，ひいては美を認識できるような主休  

の能動性を育成する教育であると言える。   

人間の世界に対する認識について，趨は，「理性的認識は，勿論のことであるが，世界を感じ  

る心の動きとしての感性的認識も欠かせない役割を果たしている」15と説き，従来の道徳教育に  

おける理性的，説教的あり方を批判し，もっと人間の感性の部分に力を入れなければならないと  

強調している。人間の感性を無視することは，人間を単なる技術に縛りつけられる存在になり，  

ひいては人間自身の発展の可能性を見失なわせてしまうからである。概念認識，抽象的体系化の  

論証を中心に行う理性的認知に対して，感性的直覚が人間の行為に与える影響力は重要である。  

というのは，人間は感情を体験しているときこそ，生理及び心理が「一種の高度に活発な状態」  

において，最大限に活性化することができるのである。しかも，このような感情を認め肯定する  

ようになってはじめて，人間は自己存在と価値の意義を理解することができると言える。人間精  

神の最高状態は，越によれば，それは，「十分な感性及び深刻な理性を基礎とする感情世界の十  

分な発展」16である。それ故に，美による道徳教育は，感性の要素を欠くならば，成立し得ない  

ものになる。   

更に趨は，道徳の実践について，「道徳的行為は，単なる道徳的認識だけで行われることがで  

きず，道徳的感情の助けによってこそ，道徳的行為になる」17と説いている。では，道徳的感情  

はいかにして養われ得るのか。越は，それは「道徳的認識に頼らず，審美的意識，美的体験，美  

的判断などと言われる美感から喚起する」1おと見なしている。というのは，道徳教育には，感動  
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が大切であり，その感動は，人間の心から生じるもので，人間の感性と直接に関わっている。道  

徳教育における感動は，人間としての感性と，よりよい人間のあり方と一致する瞬間にあるもの  

であり，しかも，その感動は決して外から押し付けられるものではない。越は，すべての道徳条  

文や道徳規範は，人間の心から感動を呼び起こすようになってはじめて，実際の行動に移ること  

ができると考えている。つまり，道徳的行為を引き起こすには，単なる理性面で行動せざるを得  

なくするのではなく，積極的，意欲的に行動するのが大切なのである。人間の感性に訴えて，人  

間の感性を活性化することができるのは，はかでもなく美のもつ機能である。そこで，美感を発  

達させることによって，人生に対する認識と感受性，人間の道徳的感情を発展することができる  

と考えられる。   

趨にとって重視すべきことは，その道徳の実践にあり，そのための原動力として，個人の感情  

に期待するのである。しかし，人間の感情には，「動物的な本能」と結びついている部分がある  

と言わざるを得ない。それ故に，「動物的な本能」を抑制し，人間としての「社会的，理性的部  

分」を補強するため，感情を絶えず訓練し商毒する必要がある。「感情に求めっっ，感情の生存  

を維持するだけの狭い枠を乗り越え，理性へと向かわせるのは，美育が担う責任である」19。趨  

はこのような美育を「理性を積み重ねた感性形式」別の教育であると見なしている。   

この美と道徳の関係に対する見方は，中国の伝統的な美育思想に由来する。李沢厚と劉綱紀は  

その特徴を「美と善の統一」，「情と理の統一」21の強調にあると指摘している。それは，「美」と  

いう文字の語義に基づいて総括されたとも考えられる。   

後漢の許憤のr説文解字」に従って，「美」は「羊」と「大」からなっている。その文字の構  

造をみて，以下の二つの解釈がなされている。つまり，「羊が大きければ美である」と「羊になっ  

た人が美である」という説である。前者は，「美」を「味が甘い」とし，「美」は味が引き起こす  

感覚器官の快感と不可分のものと解し，後者は，「美」は人類の生存と結びっいた巫術活動の中  

に混じって，人の行為を秩序づけ，方向づけ，集団として理性的性格をもっていると解する。こ  

の二つの解釈に対して是非の判断を下せるものではなく，中国人は古代から美に対して両面的な  

理解をしていたことを物語っている。中国美学は成立以来，感官の快楽や情感の満足と美との関  

係に十分注意し，この関係の合理性と重要性を否定することはなかったし，同時にこのような関  

係が必ず倫理道徳の善と符合することを強調するものであった。中国美学にとっては，感性を無  

視することは考えられないと同時に，善を離れて美を求めることも考えられなかった。   

以上述べたように，中国の古代人が語る「美」は，「羊が大きければ美である」という感性と  

不可分的であり，と同時に「羊になった人が美である」という理性とも不可分的である。この両  

者の統一を求めることこそ，美になる。そこで，美育の授業の具体的なあり方は，1課ごとに審  

美的視点の提起によって行われるが，この美を認識する入り口とも言える審美的視点は，美を認  

識する主旨と一貫して，主に次の二つの側面への配慮でもって構成されている。すなわち，感情  

への働き，人間の心を動かすことのできる感情の要素を含む側面と，それに反映される社会的，  

理性的側面である。前者に関しては，物事の形，色，声など人間の五感で把握できるものからな  

り，後者に関しては，その具体的なものから帰納され重視すべきものからなる。   

従って，審美的視点は美を認識できる四つの分野一自然美，社会美，芸術美及び科学美－の中  

に，上述した二つの側面を取り入れることによって，道徳のあり方を変えて行く手立てとされて  
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いる。  

第3節 審美的視点による道徳教育の具体化  

では，上述の如く，感性と理性の両面を視野に入れ，構成された蕃美的視点が，美育の授業で  

いかに道徳教育と関っているか，具体的な実践例を取り上げ，そのあり方を見て行くことにしよ  

う。   

一例として，祖国愛という道徳の項目が美育の並列目標として取り上げられている自然美と科  

学美を扱う授業を挙げてみよう。   

小学校4年生の美育の授業で，『アザレア』が自然美の教材として取り上げられているが，そ  

の審美的視点は，アザレアの色である「真っ赤な美」である。授業のねらいは，「真っ赤な美」  

を把握することによって，五感で真っ赤な色への審美的感知能九 連想九 想像力を培うという  

主要目標と，祖国を愛するという道徳目標を実現することである。   

日常生活で馴染みのあるアザレアを，子どもに実物や絵や写真やビデオなどで提示する。教室  

の中で，本物の真っ赤なアザレアが子どもの目に映った時，「きれい」と思わず，子どもの歓声  

が湧きあがった。「今，これらのアザレアを見て，心に強く感じたり，きれいなと思ったりする  

のは，まさにアザレアの真っ赤な美ではないか」という教師の説明に伴って，子どもの審美的注  

意力を喚起し，審美的視点である「真っ赤な美」を子どもの視覚，触覚で容易に読み取らせる。   

「自然界の中で，真っ赤な花は他にありますか」という教師の問いかけに，石棺の花 牡丹，  

梅などを挙げることで，子どもの活発的な議論が始まる。   

その議論に伴い，真っ赤な美は花に発見できるが，しかし，必ずしも花だけに限らない。真っ  

赤な美を自然界に限定せず，人間生活の中にも多く存在することを子どもに気づかせる。それは，  

朝日が昇る一瞬の空の景観，恵みを与えてくれる太陽の色，そして，日常生活上めでたい時に，  

中国人の伝統的な慣習の中で好んで使われるもの一お正月の赤い爆竹，結婚の時の赤い服，子ど  

もの誕生時の赤い卵など一にもよく見られる。ここで，真っ赤な美は，単に色など形式面での鑑  

賞から，真っ赤な実に包括されている意味へと変換され，感性に伴う理性の働きを要求する。真っ  

赤な美を発見するもう一つの角度を子どもに分からせ，考えさせようとするのである。   

真っ赤な美を発見する視野が広がっていくことによって，次の連想はそれほど困難な作業では  

ないように思われる。過に一回国旗を揚げる儀式がある。国旗の色は子どもに不案内ではない。  

それは真っ赤である。真っ赤な美に対する様々な認識から国旗へと連想を移すことで，祖国を愛  

する気持ちを培い，道徳の目標としての祖国愛を実現できると考えられている。   

小学校6年生の美育の授業では，『円の連想』が科学美の教材として取り上げられ，「円形の美」  

を審美的視点にした授業が行われる。   

授業は，子どもが様々な円形の中に囲まれ，円形に触れる環境を作ることから始まる。教室の  

中に，円形の日常用品や描かれた円形の美術品や円形の有名な建築物の写真など，異なる形式の  

円形が溢れる程集められる。これらは，子どもの五感に働きかけ，審美的注意力を引き起こさせ  

る。正方形などの形と違って，円形は終始あるという完結性をもっことによって，「円満性」を  

感じさせられるから，そこで，この「円満性」という「円形の美」を審美的視点として提起する。  
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日で見える形の円形の美を鑑賞した上で，「目に見えない円形の美がありますか」という教師の  

質問によって，子どもの円形の美に対する認識を，具体的なものから抽象的なものへ，感性的な  

ものから理性的なものへと転換させ，視野を広げていくのである。見えない円形の美を子ども同  

士の議論を通して発見することができる。それは，勉強や仕事が一筋に最後までやり遂げられて，  

ハッピーエンドに終わる形で描かれた文学作品，家族の絆を築く一家団欒の幸福感，56の少数民  

族から構成された「大家族」としての中国に誇りをもっことなどに至るまで，円形の美を様々な  

形で発展させ，深化させていくのである。   

以上は，視覚を基点とし，自然に触れ，科学に触れ，その接点に生じる感性から感動を育て，  

発展させる分野のものである。では，五感で綜合的に事物を感知することを基本とする美育にとっ  

ては，視覚以外の感覚，例えば，聴覚に基づく教育は，いかに構成されているのか。それについ  

て，中学校のリズムを教材としたFリズムの魅力』の授業を見ることにしよう。   

この授業においては，事物の長短，強弱の規則的な交替変化によって現われる「リズムの美」  

を審美的視点として取り上げる。   

授業はまず，音楽の中で，リズムの長短，強弱が物事の置かれている状態や感情をどのように  

表現しているかを理解するため，四つの異なるパタンの音楽を鑑賞することから始まる。そして，  

それらを比較した結果は次の表によって示されている。  

曲  名  ・リ ズ ム   形 象   形 象 の 状 態   感  情   

白 鳥 の 死  慢  弱  大白鳥  大白鳥は湖の上を緩やかに 前に進む  緩慢，感傷，典雅   

小白鳥たちは湖の上に戯れ  
4羽の小白鳥  快  中強  小白鳥   る   爽快，活発，軽快   

軽 騎 兵  快  強  騎  兵   
騎兵たちが全力をあげて前  

進する   
跳躍，急進，雄姿   

中国の国歌  中速  強  中国人民  中国人民が団結一致して前 進する  情熱，壮重，奮闘，悲壮  

（中学校美育教材を参照）  

音楽のリズムが速度の緩急，力の強弱の交替変化によって，美的表現力を豊かにすることを，  

以上の具体的な音楽の分析から学生に感じさせようとするのである。この表から明らかになるの  

は，テンポの緩やかな弱いリズムは，一般的に緩慢的で，感傷的な，典雅的な感情を表現するこ  

とができる。それはパタンとして挙げられた大白鳥が湖上をゆったりと進む自然美と結びっくこ  

とで，より綜合的に形の美しさ，色の美しさ，動作の美しさを感じさせると同時に，その死とい  

う一種の感傷の美の存在をも示す。それに対して，元気で，情熱的で勢いよい感情は，テンポの  

中速あるいは中強以上のリズムを用いることによって表し得る。元気な小白鳥は，やや強いリズ  

ムを用いることで，活発で軽快な姿を表現できる。そのような鑑賞の後に，リズムは音楽の世界  

だけに限らず，芸術世界に対する感動とともに，日常生活にも多く存在することを生徒に想起さ  

せ，考えさせる。それは，われわれのよく聞く人間や動物のたてる音や水の音や時計の音や雨の  
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音であり，聞こえはしないが，しかし感じられる四季の変化や生活の変化や道端に立っ樹木の形  

などである。それらの音は，どういう形象状態を表し，そして，われわれにどういう感情をもた  

らし得るのかについて，音の長短，強弱を通して，生徒同士の相互的な討議を展開する。   

ここで，「リズムの美」という審美的視点は，より多面的，多様なものに組替えて，広い範囲  

へと広げていくことができる。要するに，リズムは，人間生活の中にあまねく行き渡っており，  

しかも，色のリズム，動作のリズム，言語のリズム，季節のリズムなど異なる表情，異なる形式  

で表れている。「長短」は時間であり，空間でもある。「強弱」は大小，多少であり，深浅，厚薄  

でもある。しかも，この長短，強弱の交替変化は，異なる感情を表現し，人間の営みとしての一  

っの表現行為であるとも言える。例えば，われわれのよく知っている中国の国歌は，中速と強の  

リズムで，団結一致，奮闘前進の民族精神と民族的風格は，中速と強のリズムで，情熱，壮重，  

そして悲壮な愛国感情を表現したものである。   

愛国教育を一例としてとりあげたが，美育による道徳教育は，以上のような形で展開されてい  

る。その実践の具体例は上述したが，しかし，その背後にある原則を考察しなければ，美育の実  

践における根拠を十分に理解したことはならない。従って，その背後にあるものを，以下の二つ  

の側面から考察する。つまり，①美育教科内容の選択の原則という側面と②美育による道徳教育  

の目標の設定という側面である。そして，それぞれの側面の顕在化している部分と潜在化してい  

る部分に注目して考察する必要があると思われる。  

（1）美育教科内容の選択の原則   

美育教科は，上述したように，教科の要求する基礎的，基本的原理を最も端的に具現する具体  

的な例によって，教科内容を組織する。美育の基本的原理は，趨によれば，自然美，社会美，芸  

術美，科学美及び形式美という五つの側面に含まれる。それらの美の特徴を認識できるような審  

美的視点の提示によって，美育の基本的，基礎的なものを把握することができると考えられる。  

従って，美背教材内容の設定に際しては，小，中，高校で用いる言葉は異なるにせよ，主に，次  

の四つの原則に基づき制定されている。   

①系統性の原則一小学校，中学校，高校の各段階の生理的，心理的そして認識的発達特徴に応  

じて，教科内容を選択する。これらの内容は，簡単なものから複雑なものへ，具体的なものから  

抽象的なものへ，既知のものから未知のものへという順序に従って，組みたてられる。   

②開放性の原則一審美的視点は，それぞれの分野における美の特徴を反映するものであるが，  

決して一つの分野に限定するものではない。常に開放的視点に立って，他の分野との接点を見出  

すことが要求される。自然に触れ，社会生活を体験し，そして社会活動に参加することで，学校  

教育，社会教育と家庭教育を密接に一体化する。   

③形象性の原則一言葉，材料の選択は，直観的，形象的特徴を強調する。生徒の心を動かし，  

感情に直接訴えることのできるような実物やビデオなどの活用を重視し，感情を喚起する状況を  

作ることによって，鮮明な形象で教材を感知する能力を強化し，豊かな感情で認識する主体性を  

育てる。   

④実践性の原則一知識の伝授を中心とする授業と違って，美育は，生徒の美を認識し，表現し，  

創造する実践の活動を重視する。知識の習得は活動を伴いながら行っているのが基本である。審  

美的視点を教えることは，審美的視点を習得するだけではなく，この視点を自由に応用できる能  
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力の育成を目的とする。   

これらの原則にのっとり，美育の授業は，美育課題，審美的視点，審美的視点の転化，練習活  

動及び美育の目標という五つの部分から構成されている。上述した授業の具体例と合わせ，小，  

中，高校の内容が異なるにもかかわらず，美育の授業に関する共通の教授法が用いられている。  

それを表にすると次のようになる。  

審美的鑑賞  

l  

教師 →  審美的視点 →  

J   

l  典型的事例  

J  

学生 →  練習活動 →  

†  

審美的模倣  

1  

審美的視点の転化 一→  審美的能力の検証  

J  l  

典型的事例の拡大  材料の選択  

J  J  

練習活動  →  練習活動  

†  †  

審美的模倣と表現  審美的表現と創造   

この裏で示したように，審美的鑑賞を中心とする姿勢は，美育の授業の全過程に貫かれている。  

しかも，各段階ごとに，学生の練習活動を伴っていることも認めれる。審美的視点を把握した上  

で，教師の適切な指導の下で，教師と同じ方法で美を鑑賞するという審美的模倣は第一段階であ  

る。そして，教師の審美的転化にかかわる学生の練習活動は，模倣の特徴を持ちながら，表現能  

力が要求される第二段階を経て，同じ方法を使って，固有な観念を新たな視点により組み合わせ，  

審美的視点を自由に応用できる第三段階に至る。   

上に挙げた三例の教授法が，この手順に従って行われていることはすでに見たとおりである。  

つまり，上からの押し付けの教育だけではなく，下から学生の自発性も考慮する。しかし，学生  

の活動を要求するといっても，教師主導型の下で展開している点を特徴として指摘しておかなけ  

ればならない。しかも，教師主導型の展開の中に，愛国心という価値のメッセージが込められて  

いる点は，今後考えなければならない問題を含んでいると言えよう。  

（2）美育による道徳教育の目的の設定   

再び上述した三つの例をあげると，祖国愛は，もとより，アザレアや円形やリズムとは何にも  

関係がないように見えるが，しかし，審美的視点の提起に従って，両者の間に一種の関連性がつ  

くられ，繋がりが生じてくるのである。つまり，「真っ赤な美」や「円形の美」や「リズムの美」  

という審美的視点は，子どもがすでにもっているイメージを尊重しながら，それを把握できるよ  

うな固有の観念の枠を乗り越え，意識していない部分をより多面的，多角的に広げ，発展させて  

いく，しかも，これらの美に対する認識は，実は多様で多彩なものであることを子どもに理解さ  

せ，新たな次元でより広い視点に立って考えることの必要性を気づかせるのである。さらに，こ  

れらの審美的視点は，感情を出発点とし，感性に基づきながら，理性と融合させた形で構成され  

る。それだけに，美育は，「自由な感性を大切にし，開放的でありながら，軌道を外さず，一つ  
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の方向性に沿って」遊行われる教育になり得るのである。   

美育における道徳教育の目的は，小，中，高の段階にそって，次のように規定されている。小  

学校においては，自分の祖国，人民，生活を愛する感情を養い，初歩的に善悪，美醜を判断する  

能力を培い，誠実，善良，謙虚，寛大，温厚で自尊自愛の品格を重んじ 勤勉に学問に取り組み，  

独立的な思考，実践，創造的科学精神を育てる器。中学校，高校においては，自分の学習は社会  

主義の現代化を実現する理想と結び付け，道徳観を養い，善悪，美醜を判断する能力を身に付け，  

文明礼儀を守り，言葉遣いを十分に注意する。   

一見して，美育によるこれらの道徳教育の目的は，三つの段階の相違はやや不明瞭で，特に，  

中，高の場合，やや簡潔にすぎるのではないかという印象がある。それらの目的の設定は，小学  

校の「思想品徳」や中学校の「思想政治」といった道徳授業で取り上げられたいくつかの目標の  

繰り返しであるかもしれない。しかし，硬直化しつつある今日の道徳教育に対して，美育による  

道徳教育は，人間の感性に働きかけ，内発的動機づけによって，道徳を実現しようとする，「下  

から上へ」という一つの方向転換をもたらしたのである。   

感情，感性を喚起することにより，道徳的感情が生まれ，そして，道徳の向上にまで発展させ  

ていくのは，美育による道徳教育の基本的なスタンスと言える。しかし，ここで留意しなければ  

ならないのは，そこで，一つあるいは二つの道徳的目的が，すでに用意されているということで  

ある。いわば審美的視点により引き起こされた感情，感動は，すでに用意されている枠の中に再  

びはめこまれようとしているのである。道徳の目的を一つの理想として受け入れることは，せっ  

かく得ている感動を壊し，ひいては解体する恐れがあるのではなかろうか。   

従って，このような道徳のあり方には，一つの矛盾が存在していることを認めざるを得ないで  

あろう。つまり，美的なものを媒介として，道徳を生徒に伝えていくことは，結局，個人の感受  

性をすでに用意された道徳の目的の中に収束していくしかない。 そうだとすれば，美を道徳に附  

属させることを避けようという本来の美育の主旨は裏切られ，再び道徳教育に附属してしまう運  

命から逃れることができないのではないかという疑問が残る。   

ところが，この難題を突破する手掛かりを，われわれは審美的視点に求めることが可能である。  

というのは，美と善の統一の原理に基づき，構成された審美的視点が感性と理性を要求する点は，  

例証するまでもないであろう。この審美的視点により形成された感動は，個性的なものであると  

ともに，社会的に認められるべき善なる人間のあり方への肯定をも引き起こすことが想定できる。  

そういう人間のあり方に感性をもって賛成し，目指そうとすることが道徳的発達の原動力となる  

と言えよう。審美的視点には，道徳に関する要素は十分に含まれている。道徳の目的の設定が妥  

当であるかどうかの検討こそが，今後の美育を改善する上で必要となってくるであろう。  

お わ り に  

美が人間形成にもつ重要性と意味は，何千年にわたって絶えず唱えられ，語り続けられている。  

それだけに，人間形成に何か行き詰まりが生じた際に，そのアポリアを打開する手掛かりを実に  

求めようとするのは古代にしても，現在にしても変わりのない姿であるとも言える。   

そのような姿勢は中国の美育思想にも反映されている。古代，孔子（55ト479B．C．）の人格の  
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完成における「柴になる」という最終段階の「柴」への注目から，19世紀末から20世紀初頭にか  

けての「美育は近代教育の骨子」であり，「美育を以て宗教に代う」と強く主張した蕪元培  

（1868－1940）の美育論に至るまで，美が人間形成に果たす役割は強調されてきた。   

ところが，「中国美学史全体を通観すると美と善の統一はひたすら根本的な問題であった」糾  

と言われるように，美に求められるのは，感性と理性の二元的な分離ではなく，感性と理性の一  

元的な統一である。感性と切り離して，理性だけを偏重したことが，道徳教育の失放をもたらし  

たとすれば，両者の統一は，この失敗から抜け出す手段としての可能性を大きくする。本稿で取  

り上げた西南地区の大美青系統論は，この感性と理性の二元的対立を克服し，一元的融合を目指  

して構築された理論と実践であると言える。この意味で，大美育系統論は，中国の伝統的な美学  

に含意されていた積極的意味を復権させたものとも言えるであろう。   

しかし，感性と理性の融合と言っても，あくまで，一つの理想に過ぎない。その融合がどのよ  

うに実践によって達成されるのかが問題である。西南地区の大美青系統論は，美育という教科の  

設立によって，その成果が実践的に確かめられる道を開き，美育による道徳教育の授業は審美的  

視点と大きくかかわって展開され，成果を挙げていることは言うまでもない。   

最後に，具体化された授業のあり方から，審美的視点は，どういう意義をもっているのかを次  

の三点に絞ってまとめ，本稿を締めくくりたいと思う。   

まず，視点を重視しながら，視点に止まらないという思考様式の広さである。審美的視点は子  

どもの発達段階と経験に従って作り出された視点で，多くの子どもの審美的レベルに一致する側  

面もあれば，一致しない側面もないわけではない。審美と差異の問題である。愈吾金は，この審  

美における差異について次の四点を指摘している。つまり，①年齢，経験の違う審美主体が同一  

の審美対象に対して生じた差異，②同一の審美主体が違う審美対象に対して生じた差異，③同一  

の審美主体が違う環境と心理の状態下で生じた差異，そして，④同一の文化をもっ集団が違う審  

美対象に対して生じた差異である。審美的視点の選択に際して，余りにもその共通性が強調され，  

差異を殆ど無視しているのではないかという疑問が出てくるかもしれない。確かに，審美的視点  

は，それらの差異性を十分に注意していない嫌いはあるものの，審美的視点の捉え方の幅の広さ  

は，この欠陥を補うことができると思われる。すなわち，審美的視点は，単に一つの視点に束縛  

されず，まるで「顕微鏡」や「望遠鏡」で見るように，ミクロ的にも，マクロ的にも，より豊か  

で多彩な美的世界を展開させていくことができる。一つの視点で満足できていない子どもは，もっ  

と多様な面や角度から自分で満足できる視点をみつけることができるのである。   

第二に，審美的視点の形態の多様性である。自然美，芸術美，社会美と科学美の四つの分野に  

反映された視点は，一つの形態に固定せず，動態的かつ静態的であり，時間的かつ空間的であり，  

実に多様な形態を示している。形式上，視点は四つの美から構成されているが，それにもかかわ  

らず，その形態の多様性により，実は，四つの境界をすでに突破し，お互いに融合し，関連した  

あげく，視点の広がりと深化の両方を実現する上で，効果のある発想であると考えられる。   

最後に，生活に根ざした上での具体性と抽象性の結合である。美に対する認識は，感性と理性  

の両面が要求される。視点ごとに二つの側面に配慮しつつ取り組んでいる。子どもの発達段階に  

従って，感性と理性を取り入れる割合が違ってくる。低学年の子どもは，抽象的思考はまだ発達  

していないので，抽象的な視点を除外し，具体的な視点を多く取り入れる。学年が上がるにつれ  
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て，抽象的な視点，概念の認識が期待される。これらの視点は，具体的であれ，抽象的であれ，  

生活に根ざし，「生活から洗練されなければならない」と趨は説いている。この身近な生活から  

発見された視点は，かえって，ありふれた事物に対する審美的な「眼」を養い育てることができ  

る。と同時に，それは，個人の情感に訴え，情感への感銘を通じて理性へと向かわせるという感  

性と理性の統一を可能にする。こうして，西南地区の大美育は，方向を失わず，迷わず，道徳の  

向上にまで発展させる役割を果たすことが可能になるのである。  
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